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れている｡国連のジェノサイ ド条約はジェノサイ ドを ｢国民的､人種的､民族
的又は宗教的集団を全部又は一部破壊する意図をもって行われた次の五つの行
為のいずれをも意味する｣とし､｢集団構成員を殺すこと｣､｢集団構成員に対
して重大な肉体的又は精神的な危害を加えること｣､｢全部又は一部に肉体の破
壊をもたらすために意図された生活条件を集団に対して故意に課すること｣､
｢集団内における出生を防止することを意図する措置を課すること｣､｢集団の
児童を他の集団に強制的に移すこと｣を挙げているが､少なくとも初めの三つ
はイスラエルがパレスチナ人に対して行っていることに当てはまる可能性があ
る｡ジェノサイ ド条約が作られるきっかけとなり､またジェノサイ ドの原型と
なったのはナチスによるユダヤ人のホロコーストだが､もしイスラエルがパレ
スチナ人に対して行っていることがジェノサイ ド､あるいはその過程の一部で
あるとすれば､かつてのジェノサイ ドの被害者が今やジェノサイ ドの加害者に
なったことになる｡もちろんイスラエル政府はこれをジェノサイ ドとは認めな
い｡IAGSのイスラエル人研究者達もまたこれをジェノサイ ドとは呼ばない｡
彼らはホロコース トを否定する者Holocaustdenierの論理を学問的に批判して
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きたが､今度はその学問を使って自らの国がジェノサイ ドを犯している (かも
しれない)ことを否定しているのである｡私のもとに送られてくるメールの中
には数人の高名なイスラエルのジェノサイ ド研究者からのものが含まれている
が､彼らも自国を弁護しようと躍起であるoジェノサイ ドという言葉を作った
Lemkinは､彼自身ナチスによる迫害を逃れてアメリカに移住したユダヤ人だっ
た｡ジェノサイ ド研究の中心となってきたのも､アメリカやイスラエル在住の
ユダヤ人のホロコース ト研究者達である｡ところが今､ユダヤ人研究者達は自
分達が作ったジェノサイ ドという概念を､自らの都合で無力化､無意味化しよ
うとしているようなのである｡ジェノサイ ド研究がジェノサイ ド研究を阻害し､
暴露すべきジェノサイ ドを隠蔽している｡もしそうならば､ジェノサイ ド研究
は一種のアポリアに陥っていると言える｡
ジェノサイ ド研究はユダヤ人の手から離れようとしている｡イスラエルのパ
レスチナ人に対する行為がジェノサイ ドかどうか議論されていること自体がそ
の徴候である｡ジェノサイ ド研究においてホロコース ト研究は特権的な地位を
占めてきた｡だがホロコース ト研究はアメリカ議会におけるユダヤ人のロビー
活動と同様にイスラエルのための旗振り役と見られることもある｡確かにホロ
コース ト研究はホロコース トの犠牲者としてのユダヤ人のイメージを定着させ､
そのユダヤ人の国としてのイスラエルに対する国際世論を肯定的なものに保つ
のに貢献してきた｡だが今やホロコース トの犠牲者としてのユダヤ人と､国際
法を犯してパレスチナ占領地に入植し､国連施設を攻撃し､白リン弾を使 うイ
スラエルのユダヤ人とは区別されなければならない｡ユダヤ人はもはや一方的
なジェノサイ ドの被害者ではない｡にもかかわらずイスラエルを擁護する者は､
いまだに被害者としてのユダヤ人のイメージにしがみつこうとする｡
あるアメリカ在住のユダヤ人の研究者 (一応名前は伏せておく)はIAGS全
会員宛のopenletterと称した長文のメールの中で "asaJewandthechildofa
survivorofHitler'scarnage(150familymembersmurdered;sevensurvivors),I
andmany･manyotherstakevery･veryseriouslythewrittenwordsoftheHamas
covenantof1988aswelasthepublicwordsofMahmoudAmadinejadlsl･C]"
と､manyとveryを連呼しながら､ホロコース トでユダヤ人の置かれた状況と現
在のイスラエルの状況とが同じであることを訴えている｡ホロコース トの犠牲
247
国際経営フオ-ラムNo･20
者としてユダヤ人を絶対的な被害者の地位に置き､ユダヤ人の国としてのイス
ラエルへの批判を何でもナチまたは反ユダヤ主義と呼んで相殺しようとするお
なじみのレトリックがここでも繰り返されている｡確かにハマスは周辺のアラ
ブ諸国同様にイスラエルの存在を認めず､イランの核開発はイスラエルに対す
る核攻撃を想定しているかもしれない｡だがイスラエルは今一方的にジェノサ
ィ ドの脅威に曝されているわけではないo実際に土地を追われジェノサイ ドの
脅威に曝されているのはパレスチナ人の方であり､また実際に核兵器を所有し
ているのはイスラエルの方である｡欧米には多くのHolocaustandGenocide
studiesの名を冠した研究所や研究 ･教育プログラムが存在するが､andの意味
は時代とともに少しずつ変わってきているようである｡
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